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名⽔百選選定から40年―いまなにが起きているか

⽔場は存続していても、「価値」の存続には⾄っていない

昭和の名⽔百選（1985年）秋⽥県美郷町六郷地区

（野⽥ 2018）
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名⽔百選選定から40年―いまなにが起きているか

⽔場の管理組織は⾼齢化により解散
利⽤者は拡⼤、管理の担い⼿は縮⼩

平成の名⽔百選（2008年）⻑野県松本市の源智の井⼾

（野⽥ 2023a） 2



良好な⽔環境＝⽔場の「価値」継承

（島原市勢要覧ʼ91年）（島原市市制30周年記念『島原』1970年）

昭和45年 平成3年

令和6年 令和6年
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野菜を洗いながら、洗濯をしながら四⽅⼭話をしたり、情報交
換したり、たまには嫁やしゅうとめの悪⼝のはけ場所でもあり
ましたが、若い嫁さんは先輩のお⺟さん⽅から、⼦育てや、近
所づきあいのしかた、家事にいたるまで、⼤事な⽣活の知恵を
学びました。これが井⼾端会議です。 （有明町教育委員会編 1997）

島原市（旧有明町）の“井⼾端”

名⽔百選に選定された⽔場の「価値」とは？

① ⽔汲み・台所・洗濯場
② ⼦どもの遊び場
③ 地域の社交場・憩いの場
④ ⽣活の知恵を学ぶ場

⽔場の「価値」＝ “井⼾端”

（野⽥ 2023a；2024）

社会的価値

資源的価値

4



⽔場の「価値」継承による担い⼿の拡張

鯛萬の井⼾の掃除の担い⼿は3⼈→2⼈に減少。地元中学⽣が井⼾に関⼼を持ち、2023年に鯛萬
の井⼾を舞台に地域の夏祭りを企画。祭りは好評で地域の恒例⾏事として定着。祭りをきっか
けに地域住⺠の井⼾への関⼼が⾼まり、⽉1回の清掃活動に新たな担い⼿が10⼈以上参加

平成の名⽔百選（2008年）⻑野県松本市の鯛萬の井⼾
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⽔場の「価値」継承による地域再⽣

2010年 ⽂化庁重要⽂化的景観選定、2014年 第９回エコツーリズム⼤賞受賞

⾒世物ではなかった台所「カバタ」 2004年集落NPOを設⽴し、カバタの⾒学ツアー実施

→ 暮らしの充実・住⺠の満⾜度向上に寄与 ／ Uターン者増、⼾数も微増 ／⽔源地域とも連携
（野⽥ 2013；2014）
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各地で活発化する名⽔づくり①
新潟県津南町⾒⽟集落

昭和期より名⽔を活かした地域づくりに取り組み、2014年には集落⽔道の余剰⽔を企業に提
供。その環境協⼒⾦を集落に還元し、⾃治会費の負担軽減（年6万→1.2万）、集落内のすべ
ての道路に消雪パイプ整備を実施。過疎化が進む豪雪地域で、集落の持続性を⽀えている
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各地で活発化する名⽔づくり②
富⼭県氷⾒市上久津呂集落
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良好な⽔環境の創出に向けた評価の視点
①空間軸

②時間軸

9



⽂献

• 有明町教育委員会編（1997）『有明町の⺠俗』
• 野⽥岳仁（2013）「 観光まちづくりのもたらす地域葛藤 ー『観光地ではない』と主張す

る滋賀県⾼島市針江集落の実践から」 『村落社会研究ジャーナル』 20（1）：11-22
• 野⽥岳仁（2014）「 コミュニティビジネスにおける⾮経済的活動の意味ー滋賀県⾼島市針

江集落における⽔資源を利⽤した観光実践から」『環境社会学研究』 20：117-132
• 野⽥岳仁（2018）「コモンズの排除性と開放性―秋⽥県六郷地区と富⼭県⽣地地区のアク

アツーリズムへの対応から」⿃越皓之・⾜⽴重和・⾦菱清編『⽣活環境主義のコミュニテ
ィ分析―環境社会学のアプローチ』ミネルヴァ書房：25-43

• 野⽥岳仁（2023a）『井⼾端からはじまる地域再⽣―暮らしから考える防災と観光』筑波
書房, ⼩⽥切徳美監修

• 野⽥岳仁（2023b）「『むら』の⾃治⽀える⼩規模集落⽔道」 『⽔の⽂化』75号：36-41
• 野⽥岳仁（2024）「暮らしに根づいた⽔場の『価値』存続の論理―名⽔百選『浜の川湧

⽔』から考える⽣活と観光」『⽔の⽂化』77号：34-39

10


